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１．はじめに

　近年、都市部では里山や空地が少なくなり、
子どもたちが自由に遊び回れる空間はますま
す減少している。また、子どもたちが事件や
事故に巻き込まれるケースが散見されるよう
になり、子どもたちが外遊びする際の安全性
の確保が大きな課題となっている。このよう
な子どもを取り巻く社会環境の変化によっ
て、里山や公園などで子どもたちが鬼ごっこ
や缶けり、かくれんぼ、木登りなどをして外

遊びをする光景を見かけることが少なくなっ
た。これらに代わってテレビゲームや携帯型
ゲーム、パソコンなどを用いて少人数で室内
遊びをすることが多く見受けられるように
なった。運動能力の発達にとって重要である
幼児期の外遊びの不足は、単に運動能力の発
達を妨げるだけでなく、幼児期に培われるべ
きコミュニティー形成能力、自立性や協調性
といった社会性の獲得にも影響を与え得ると
考えられる。
　文部科学省は、小学生の体力は直近10年間
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では大きく変化していないが、現在の小学生
の運動能力は昭和60年の小学生と比べて大幅
に劣っていると報告している 1 ）。このような
状況から、従前の学習指導要領では年90時間
であった小学校の体育の授業時間数は2011年
の学習指導要領改訂で 1 年生が年102時間、
2 ～ 4 年生が年105時間に改められた 2 ）。ま
た、幼児期において体力の向上や運動習慣の
定着を目的として継続的に運動プログラムを
実施することが走跳投など基本的な運動能力
を向上させることや、就学後に運動部やス
ポーツクラブに所属する児童の割合を高め、
児童の運動実施頻度が高まることが報告され
ている 3 ）。これらのことは、幼児期における
運動への継続的な取り組みが就学期以降の子
どもの体力向上を促す可能性があることを示
唆している。
　柳田 4 ）は、幼稚園の多くが幼児の体力向
上を図るため運動時間を設けているが、保育
者ではない外部の指導員が体操やサッカーな
ど競技スポーツを教材として専門的な運動指
導を行っているケースが多く、幼児の発育発
達の特性を考慮した指導がなされている状況
とは言い難いと述べている。日本サッカー協
会は、2003年に幼児期から小学校中学年まで
の子どもを対象として、身体を動かすことの
爽快さや素晴らしさを体感させることを中心
に据えてサッカーの普及やキッズ選手の育成
を図るキッズプログラムをスタートさせた
5 ）。2004年からはキッズリーダーと呼ばれる
幼児のサッカー指導に特化した指導者 6 ）の
養成を開始したのに加え、幼児期のサッカー
指導のガイドライン 7 ）を示した。これらの
取り組みの中では日常幼児が行わないような
動きを経験させたり、ボールを用いた運動遊
びを行ったりすることが取り入れられ、幼児
の発育発達の特性に合わせた基本的な動きづ
くりが行われており、これらの指導を子ども

たちに提供できる環境の整備も進められてい
る。 
　これらの取り組みの一環として、H 市サッ
カー協会は総合型地域スポーツクラブと連携
して、H 市内の幼稚園や保育園に対して巡
回サッカー教室を年 1 ～ 2 回の頻度で実施し
ている。また、一部の幼稚園や保育園ではさ
らに実施頻度を増やし、月 1 ～ 2 回の定期的
なサッカー教室が継続して行われている。そ
れらの中では、日本サッカー協会の幼児期の
サッカー指導のガイドラインに基づき、幼児
の発育発達特性に合わせて身体を動かすこと
の楽しさを感じさせたり、仲間とのコミュニ
ケーションの大切さを伝えることで社会性の
獲得につながるよう配慮した指導がなされて
いる 8 ）。そこで本研究では、H 市に所在する
幼稚園および保育園でのサッカー教室実施後
に保育者を対象にサッカー指導が幼児に与え
た影響について調査を行い、幼児の発育発達
特性や社会性の獲得に配慮したサッカー教室
が幼児の体力や心理状況に与える効果につい
て検討することを目的とした。

2 . 方法

2 ． 1 　調査対象
　H 市に所在し、2011年度に年 1 ～ 2 回程度
の巡回サッカー教室を実施した16園（以下、
巡回指導園）の保育者60名、および月 1 ～ 2
回定期的にサッカー教室を実施した 4 園（以
下、定期指導園）の保育者15名、合計75名を
対象に調査を行った。
2 ． 2 　調査方法および実施期間
　2011年度の全てのサッカー教室が終了した
3 月下旬に、配票調査法を用いて各園の保育
者に対する調査を実施した。各園の保育者に
質問紙（資料 1 ）を配布し、下記の調査項目
に対して多項選択単一回答形式で回答を求め
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た。

2 ． 3 　調査項目
　質問紙には、サッカー教室の実施回数に対
する満足度に関する項目、サッカー教室の指
導内容に対する満足度に関する項目および
サッカー教室で幼児が得られた効果に関する
項目が含まれた。サッカー教室の指導回数お
よび指導内容に対する満足度の項目について
は「①非常に物足りない」から「⑤非常に満足」
までの範囲の 5 件法によって回答させた。保
育者から見たサッカー教室で幼児が得られた
効果については、金子ら 9 ）が行ったサッカー
活動に対する保護者の効用感の調査を参考に
心理的、社会的および体力的効果に関する12
項目を作成し、「①まったく当てはまらない」
から「⑤非常に当てはまる」までの範囲の5
件法によって回答させた。各項目の回答を得
点化し（ 1 ～ 5 点）、得点が高いほどその効
果が高かったと判断した。

2 ． 4 　統計処理
　本調査によって得られた各項目の回答は順
序尺度データとして単純集計し、全体あるい
は定期指導園と巡回指導園の各群についてそ
れぞれの項目の平均値および標準偏差を算出
した。サッカー教室で幼児が得られた効果に
関する項目の内的整合性は Cronbach のα係
数を用いて検証した。定期指導園と巡回指導
園の 2 群間の各項目の得点の差の検定には
Mann-Whitney の U 検定を用いた。全ての
統計処理は統計処理ソフト（SPSS 10.1.3J for 
Windows、SPSS Inc. 製）を用いて行い、統
計的有意水準は 5 %未満に設定した。

3 ．結果

3 ． 1 　調査項目の内的整合性

　サッカー教室で幼児が得られた効果に関す
る全12項目から算出された Cronbach のα係
数は0.867であった。

3 ． 2 　サッカー教室に対する満足度
　保育者のサッカー教室の実施回数に対する
満足度および指導内容に対する満足度の得点
を表 1 に示した。実施回数に対する満足度は
全体で2.8±1.0点、定期指導園は3.1±1.0点、
巡回指導園は2.7±1.0点で有意差は認められ
なかったが、定期指導園の得点がやや高い傾
向であった。指導内容に対する満足度は全体
で4.1±0.6点、定期指導園が3.9±0.7点、巡回
指導園が4.2±0.6点といずれも比較的高い得
点であり、群間に差は認められなかった。

表1. サッカー教室に対する満足度

項目
全体 定期指導園

（n ＝15）
巡回指導園
（n ＝60）

M SD M SD M SD
実施回数 2.8 1.0 3.1 1.0 2.7 1.0
指導内容 4.1 0.6 3.9 0.7 4.2 0.6

項目の獲得点は 1 ～ 5 点となる。

3 ． 2 　サッカー教室で幼児が得られた効果
　サッカー教室で幼児が得られた効果に関す
る各項目の得点を表 2 に示した。調査対象全
体では「運動遊びが好きになった」、「サッカー
が好きになった」、「外遊びが好きになった」
の 3 項目が他の項目と比べて相対的に高い傾
向であった。定期指導園と巡回指導園の各項
目の得点は「サッカーが上手くなった」が定
期指導園：4.1±0.7点、巡回指導園：3.5±0.6
点、「外遊びが好きになった」が定期指導園：
4.1±0.7点、巡回指導園：3.7±0.7点、「体力・
運動能力が向上した」が定期指導園：3.9±0.6
点、巡回指導園：3.4±0.6点、「競争心が身に
ついた」が定期指導園：4.5±0.7点、巡回指
導園：3.4±0.8点、「集中力が身についた」が
定期指導園：3.7±0.8点、巡回指導園：3.2±0.7
点、「自立性が身についた」が定期指導園：3.5
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±0.6点、巡回指導園：3.0±0.6点と他の項目
よりも相対的に高い傾向であり、いずれの項
目も定期指導園の得点が巡回指導園よりも有
意に高値を示した（図 1 ）。他の項目につい
ては定期指導園と巡回指導園の間で差異は認
められなかった。

4 ．考察

　本研究は、幼稚園または保育園において保
育者ではない外部のサッカー指導員が幼児の
発育発達特性や社会性の獲得に配慮したサッ
カー教室を行った際に、幼児にもたらされる
心理的、社会的および体力的効果について保

育者を対象に調査し、幼児サッカー教室の有
用性について検討した。
　サッカー教室で幼児が得られた効果に関す
る項目の Cronbach のα係数は十分高値であ
り、本研究で作成した各調査項目の妥当性が
示された。表 1 に示したとおり、指導内容に
対する満足度は定期指導園、巡回指導園とも
に高い傾向であった。一方、実施回数に対す
る満足度は巡回指導園が定期指導園に比べて
やや低い傾向であった。小黒10）は保育者が
有する幼児の運動遊びに対する意識を調査
し、保育者は幼児の運動経験や運動量が現状
では不十分であり、運動遊びの時間をより多

図１サッカー教室で幼児が得られた効果の差異
網掛けは定期指導園、白は巡回指導園、値は平均値、エラーバーは標準偏差を示す。
項目の数字は表 2 の項目と対応している。＊p<0.05,＊＊p<0.01＊＊＊p<0.001

表 2 . サッカー教室で幼児が得られた効果

全体 定期指導園
（n ＝15）

巡回指導園
（n ＝60）

M SD M SD M SD
1 　サッカーが上手くなった 3.6 0.7 4.1 0.7 3.5 0.6
2 　運動遊びが好きになった 4.0 0.6 4.1 0.6 3.9 0.6
3 　サッカーが好きになった 4.4 0.6 4.6 0.5 4.3 0.6
4 　サッカー以外のスポーツが好きになった 3.2 0.6 3.1 0.5 3.2 0.6
5 　外遊びが好きになった 3.8 0.7 4.1 0.7 3.7 0.7
6 　いろいろな遊びを覚えた 3.5 0.7 3.7 0.7 3.5 0.7
7 　体力・運動能力向上した 3.5 0.7 3.9 0.6 3.4 0.6
8 　競争心が身についた 3.6 0.9 4.5 0.7 3.4 0.8
9 　集中力が身についた 3.3 0.7 3.7 0.8 3.2 0.7
10　ルールや時間を守るようになった 3.2 0.7 3.3 0.7 3.2 0.7
11　協調性が身についた 3.3 0.7 3.5 0.6 3.2 0.6
12　自立性が身についた 3.1 0.6 3.5 0.6 3.0 0.6

項目の獲得点は 1 ～ 5 点となる。
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く設けるべきと考えていると報告している。
これらのことから、本調査の保育者は外部指
導員のサッカー指導を肯定的に捉えており、
指導内容自体について概ね満足していると思
われる。また、保育者はサッカー教室での指
導が幼児にとって有益であると感じており、
サッカー教室が定期的に実施されている場合
は継続的な実施を、実施頻度が低い場合はよ
り多くの実施を望んでいると考えられる。
　サッカー教室の実施によって幼児が得られ
た効果について調査対象全体で検討すると、

「運動遊びが好きになった」、「サッカーが好
きになった」、「外遊びが好きになった」の得
点が相対的に高い傾向であった（表 2 ）。こ
れら 3 項目は運動やスポーツに対する興味や
関心を高めるという心理的効果としてまとめ
ることができよう。外部指導員がサッカー教
室の中で幼児期のサッカー指導のガイドライ
ンに基づき、サッカー指導だけにとどまらず
運動遊びなどを取り入れた指導を行ったこと
によって、サッカー自体への愛好心を高めた
のに加え、現在の幼児に不足しているとされ
る身体を動かすことや外で遊ぶことへの興味
や関心を喚起したと思われる。加えて、前述
のような指導が幼児の運動や外遊びへの動機
付けとして有効である可能性が示唆される。
　次にサッカー教室の実施頻度の違いに着目
し、サッカー教室が幼児に与える効果につい
て検討した。定期指導園、巡回指導園いずれ
においても「サッカーが好きになった」、「運
動遊びが好きになった」、「外遊びが好きに
なった」の 3 項目の得点が他の項目と比べて
高い傾向であった（表 2 ）。本調査で対象と
したサッカー教室はその実施頻度によらず
サッカーや外遊びへの興味や関心を高める効
果を有し、運動を動機付ける手段として有効
であること、低い頻度の実施であっても幼児
に運動を動機付け、運動量の増加を促して体

力や運動能力の向上が望め、定期的かつ継続
的に実施すればより強く運動への動機付けが
なされて体力や運動能力をより強化できる可
能性があることが示唆される。よって、幼児
の発育発達の特性や社会性の獲得に配慮した
運動教室は子どもたちの将来の体力や運動能
力の構築にとって重要な取り組みであると考
えられる。
　金子ら 9 ）は、幼稚園の課外活動のサッカー
教室あるいは J クラブが実施しているサッ
カースクールに幼児を通わせている保護者を
対象として幼児に対するサッカーの効用感に
ついて調査した。その結果、幼稚園の課外活
動では競争心や協調性の向上、ルールや時間
の遵守といった社会性の効用感が強く、J ク
ラブのサッカースクールではサッカーへの愛
着、体力や運動能力の向上といったサッカー
に直接関与する側面の効用感が強かったとし
ている。本調査では、「サッカーが上手くなっ
た」、「外遊びが好きになった」、「体力・運動
能力が向上した」、「競争心が身についた」、「集
中力が身についた」、「自立性が身についた」
の 6 項目の定期指導園の得点は巡回指導園よ
りも高値であった（表 2 および図 1 ）。した
がって、幼児の発育発達の特性や社会性の獲
得に配慮して定期的かつ継続的なサッカー教
室は、運動や外遊びへの動機付けという初期
の効果に加え、サッカーの技能面の向上、体
力や運動能力の向上およびサッカーに取り組
む姿勢のようなサッカーに直接関与する側面
への効果あるいは自立性などの社会性への効
果をもたらすと考えられる。
　以上のことから、幼児の発育発達の特性や
社会性の獲得に配慮した幼児サッカー教室は
幼児の運動やスポーツに対する関心を高める
心理的効果を有し、低い頻度の実施であって
も幼児の運動や外遊びへの動機付けとして有
効であり、定期的かつ継続的な実施によって
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サッカーに直接関与する側面や社会性への効
果が望めることが示唆された。また、保育者
はそのようなサッカー教室の有益性を認め、
より多くの実施を望んでいることが明らかと
なった。本研究は、幼児サッカー教室後の心
理状況や体力に及ぼす影響について保育者を
対象に調査したが、サッカー教室に参加して
いない幼児についてや今回サッカー教室に参
加した幼児の今後の心理、体力的変化につい
て、また保護者を対象とした調査を行い、個々
の幼児の変化について検討していくことが必
要と思われる。
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『本調査に用いた保育者の視点からサッカー教室が幼児に与える効果についての質問紙』




